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宿泊業の倒産　月次推移 （負債総額単位：百万円）

件数 負債総額 件数 負債総額 件数 負債総額 件数 負債総額

１月 9 51,329 10 3,015 9 4,100 4 1,264

２月 8 2,072 5 2,128 8 829 3 2,472

３月 5 230 6 1,429 13 9,916 8 4,815

４月 2 3,568 25 17,985 3 1,916 11 2,513

５月 4 940 10 8,215 7 102,229 #N/A

６月 2 270 16 10,152 3 737 #N/A

７月 9 1,668 7 1,112 6 609 #N/A

８月 4 651 4 2,900 14 7,520 #N/A

９月 7 797 9 3,001 7 2,354 #N/A

10月 8 3,101 13 5,887 8 8,543 #N/A

11月 12 18,366 8 1,593 4 609 #N/A

12月 5 43,135 5 595 4 238 #N/A

年 計 75 126,127 118 58,012 86 139,600 26 11,064

2022(令和4)年　　　年

月

2019(令和1)年 2020(令和2)年 2021(令和3)年

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

倒産件数

11 件

前年同月比 ＋ 266.66%

2021年4月 3 件

前月比 ＋ 37.50%

2022年3月 8 件

 ※TSRの倒産集計は、1952年の集計開始以来、法的倒産と私的倒産を含む

2022（令和4）年4月度 宿泊業の倒産

（負債額1,000万円以上の企業倒産）

▲ 47.80%

48億1,500万円

負債総額

25億1,300万円

＋ 31.15%

19億1,600万円

倒産件数は8カ月ぶりに10件超、負債2カ月ぶり増加

4月の宿泊業倒産の件数は11件（前年同月比266.6％増）で、2021年8月以来、8カ月ぶり

に前年同月を上回った。件数が10件超となったのも8カ月ぶり。「新型コロナウイルス」

関連倒産は7件（構成比63.6％）で、前年同月（1件）から6件増加した。

負債総額は25億1,300万円（前年同月比31.1増）で、今年2月以来、2カ月ぶりに前年同

月を上回った。負債10億円以上の大型倒産がゼロ（前年同月1件）だったが、5億円以上10

億円未満が2件（同ゼロ）、1億円以上5億円未満が7件（同1件）とともに増加した。

地区別では、関東3件（同1件）が最多で、東北（同ゼロ）、中部（同1件）が各2件で続

いた。まん延防止等重点措置解除後、初めての大型連休で、遠方旅行に伴う宿泊需要は回

復基調にあった。引き続き、各種支援策は継続されているが、訪日観光客の受け入れ解除

については、今後も段階的制限が続くとみられ、インバウンド向けが主力の施設を中心に

本格的な復調には時間を要しそうだ。

倒産概況

問合先：経済研究室
電 話：03(6910)3157
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宿泊業の倒産 同月（4月）推移

平均

（件） 前年比 （百万円） 前年比 負債額

2003年4月 8 -  42,035 -  5,254

2004年4月 10 25.00% 24,803 ▲40.99% 2,480

2005年4月 8 ▲20.00% 2,087 ▲91.58% 260

2006年4月 9 12.50% 6,873 229.32% 763

2007年4月 18 100.00% 131,930 1819.54% 7,329

2008年4月 9 ▲50.00% 9,407 ▲92.86% 1,045

2009年4月 12 33.33% 30,347 222.60% 2,528

2010年4月 10 ▲16.66% 5,649 ▲81.38% 564

2011年4月 14 40.00% 12,738 125.49% 909

2012年4月 5 ▲64.28% 1,284 ▲89.91% 256

2013年4月 11 120.00% 6,269 388.23% 569

2014年4月 10 ▲9.09% 3,276 ▲47.74% 327

2015年4月 9 ▲10.00% 4,956 51.28% 550

2016年4月 3 ▲66.66% 1,578 ▲68.15% 526

2017年4月 11 266.66% 5,195 229.21% 472

2018年4月 4 ▲63.63% 982 ▲81.09% 245

2019年4月 2 ▲50.00% 3,568 263.34% 1,784

2020年4月 25 1150.00% 17,985 404.06% 719

2021年4月 3 ▲88.00% 1,916 ▲89.34% 638

2022年4月 11 266.66% 2,513 31.15% 228

年月
件数 負債総額

倒産事例

（有）枕水館（TSR企業コード:770058850、法人番号:8250002013926、山口県長門市）

は、山口地裁から破産開始決定を受けた。

温泉宿として1831年（天保2年）創業の記録があり、山口県下で最も古い伝統のある湯

本温泉の中でも、歴史ある温泉旅館の一つだった。中国縦貫道の開通後には関西地区から

の団体旅行客、修学旅行需要が増加した。1987年には温泉旅館の増築を行い収容人数を

200名とし、翌1988年12月期は売上高約4億8,000万円をあげていた。しかし、バブル景気

崩壊後は旅行客が減少に転じ、団体旅行客の利用が激減。その後、改装などを行い集客の

回復を図るが、客足は伸長せず、赤字も散発。信用保証協会の代位弁済を受けるなど、厳

しい資金繰りが続いていた。近年、年間売上高が1億円台で推移するなか、2020年以降は

コロナ禍により、臨時休業を強いられたほか、さらに利用客が落ち込んだことで業況の改

善も見込めず、事業継続を断念した。負債総額は約5億円。

（有）ビジネスホテル宮崎（TSR企業コード：080017312、法人番号：4460102002786、

北海道帯広市）は、釧路地裁帯広支部から破産開始決定を受けた。

帯広市でビジネスホテルを運営していた。北海道外の大学や、スポーツ団体とのつなが

りが深く、スケートや自転車競技などの合宿を受け入れることで売上を伸ばし、ピーク時

の1997年11月期には売上高約2億4,000万円をあげていた。その後、施設の老朽化や新興の

ビジネスホテルとの競争激化により客数が徐々に減少し、2004年11月期には売上高が2億

円を割り込むなど苦戦を強いられていた。食事や弁当などのサービス面の改善や設備改修

を行い再建を図っていたが、客足は戻らず、2019年11月期には売上高が1億4,217万円に減

少。また、新型コロナウイルスの影響もあり、2020年11月期の売上高は7,910万円、2021

年11月期は6,500万円まで落ち込んでいた。借入金の返済の目途も立たないため、2022年

に入り事業継続を断念した。負債総額は約1億9,000万円。
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2022（令和4）年4月度宿泊業 原因別倒産状況

当月 構成比 前年同月比 前年同月 当月 構成比 前年同月比 前年同月

 事業上の失敗 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

 事業外の失敗 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

 融手操作 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

（小計） ( 0 ) ( 0.00% ) - ( 0 ) ( 0 ) ( 0.00% ) - ( 0 )

 運転資金の欠乏 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

 金利負担の増加 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

（小計） ( 0 ) ( 0.00% ) - ( 0 ) ( 0 ) ( 0.00% ) - ( 0 )

他社倒産の余波 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

既往のシワ寄せ ①赤字累積 1 9.09% - 0 161 6.40% - 0

信用性低下 取引先の打切り 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

販売不振 ② 10 90.90% 233.33% 3 2,352 93.59% 22.75% 1,916

売掛金等回収難 ③ 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

在庫状態悪化 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

設備投資過大 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

その他 偶発的原因 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

11 100.00% 266.66% 3 2,513 100.00% 31.15% 1,916

11 100.00% 266.66% 3 2,513 100.00% 31.15% 1,916不況型倒産（①+②+③）

負債総額（百万円）

合計

主因 明細
件数

放漫経営

過小資本

2022（令和4）年4月度宿泊業 形態別倒産状況

当月 構成比 前年同月比 前年同月 当月 構成比 前年同月比 前年同月

 会社更生法 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

 民事再生法 1 9.09% - 0 100 3.97% - 0

（再建型） ( 1 ) ( 9.09% ) - ( 0 ) ( 100 ) ( 3.97% ) - ( 0 )

 破産 7 63.63% 133.33% 3 1,358 54.03% ▲29.12% 1,916

 特別清算 3 27.27% - 0 1,055 41.98% - 0

（消滅型） ( 10 ) ( 90.90% ) ( 233.33% ) ( 3 ) ( 2,413 ) ( 96.02% ) ( 25.93% ) ( 1,916 )

法的倒産 11 100.00% 266.66% 3 2,513 100.00% 31.15% 1,916

 取引停止処分 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

 内整理 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

私的倒産 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

合計 11 100% 266.66% 3 2,513 100% 31.15% 1,916

負債総額（百万円）件数
形態

2022（令和4）年4月度宿泊業 負債額別倒産状況

当月 構成比 前年同月比 前年同月 当月 構成比 前年同月比 前年同月

10億円以上 0 0.00% ▲100.00% 1 0 0.00% ▲100.00% 1,700

5億円以上 2 18.18% -  0 1,100 43.77% -  0

1億円以上 7 63.63% 600.00% 1 1,343 53.44% 571.50% 200

5千万円以上 1 9.09% -  0 50 1.98% -  0

1千万円以上 1 9.09% 0.00% 1 20 0.79% 25.00% 16

合計 11 100% 266.66% 3 2,513 100% 31.15% 1,916

件数 負債総額（百万円）
負債額


